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　専修大学社会知性開発研究センターに設置された古代東ユーラシア研究センターの研究プロ
ジェクトは、2014 年度に文部科学省「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」として採択され、
5年間の研究をスタートさせた。今年度はその 4年目である。
　2014 年度（１年目）では、本センターが地域概念として東ユーラシアを設定した意義につい
ての議論を深めた。そこでは、東アジア世界史論では中国の歴史的展開が十分に叙述できず、東
アジア世界の歴史的展開を把握するためには、東アジア世界を、内陸アジア世界、北アジア世界
との関係のなかで捉える必要性があるとの視点が、本センターでの共通認識となった。
　2015 年度（2年目）では、ソグド人の中国への流入実態、さらに馬具に注目して、内陸アジア、
中国、朝鮮半島、日本列島へのモノと人の移動の状況を具体的に明らかにした。これらの研究成
果を受けて、東ユーラシアにおける歴史的展開を叙述する方法として、中心と周縁の関係を問う
という視点を提起することができた。この視点において、中心と周縁を構成する諸集団は、その
重層的に構造のなかに存在し、かつ主体的にその関係と対峙し、その関係は時代とともに変化す
るものとして理解され、この諸関係を東ユーラシアの歴史のなかで具体的に見つけだすことが、
本センターでの課題の一つとして設定されることになった。そしてその具体化の第一歩として、
中国の北魏時代における中心と周縁、日本列島における南と北との地域的関係を検討した。
　2016 年度（3年目）では、唐代の新出墓誌を資料として、朝鮮半島（高句麗・新羅・百済）出
身者の中国への移動・定着と生活の実態、ソグド人の唐長安における居住街区の検討を行なった。
これは、中国と朝鮮半島、長安での唐人と朝鮮半島の出身者、中国と内陸アジア、長安の唐人と
ソグド人の関係などを通して、これらを中心と周縁の関係として捉え直すという具体化の第二弾
の成果として位置づけられる。さらにこの関係は、日本列島の古代・中世の歴史的展開のなかで、
「エミシ」の移配問題、港市である博多の住民区分の変遷、および鹿児島県南西部での交易拠点
と外国人居留地との関係などを事例として、さらに発展させて検討することができた。
　本年 2017 年度（4年目）では、7月 15 日（土）に第 1回（通算 6回目）シンポジウム「古墳
時代の渡来人―西と東―」を開催した。武末純一氏は、古墳時代前期以前における朝鮮半島と日
本列島との交流をテーマに、両地域間の様々な文物・文化の双方向的な交流の在り方を提示し、
そこから各地域内、および各地域間の文化、あるいはその歴史的変遷を検討された。また亀田修
一氏は、朝鮮半島と日本列島西部との交流を、渡来人の住居址、聚落址、墓葬、および文物を中
心に、その構造的特徴とその歴史的変遷を論じられた。土生田純之氏は、古墳時代の東日本にお
ける渡来人関連の聚落、古墳などの遺跡、および文物を中心に、在地社会と渡来人との関係を検
討し、両者の区分と融合といった具体的で多様な関係の存在を提起された。3報告とも中心と周
縁の多様な関係の実体を提起したものと捉え直すことができる。このシンボジウムの討論は、報
告者による鼎談の形をとって行なった。渡来人に関する優れた考古学研究を推進しておられる報
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　ついで本年度第 2回（通算 7回目）シンポジウムは「ベトナム・日本の交流よりみた前近代東ユー
ラシア」と題して、11 月 18 日（土）に開催された。2007 年から開始された本センターの前身で
ある東アジア世界史研究センターの時から常に懸案となっていたベトナムを研究対象に加えると
いう課題が、11 年目にしてようやく達成されることになった。フン氏には、ベトナムにおける
日本研究の今日までの概要を紹介いただいた。ベトナムにおける日本研究の史学史的総括がいま
だ行なわれていない現状など、様々な問題点を率直に論じていただいた。ソン氏には、ベトナム
で発掘された肥前陶磁の移入時代と使用場所についての考察、さらに肥前陶磁の類型学的な研究
を紹介していただき、肥前陶磁の意味を論じていただいた。リン氏には、前近代ベトナムにおけ
る象の存在と、その国家管理の実体とを検討され、交易品としての象、とくに象と日本との関係
を文献資料に基づいて考察され、両国間における象の意義を論じられた。討論においては、ベト
ナムと日本の学術協力の必要性が強調されている。本センターでもこの協力体制を発展させてい
きたいとの希望を強く抱く契機となった。
　本年度 2回（第 6・7 回目）のシンポジウムについては、その詳細は本号に掲載された各報告
者の論文、討論を参照されたい。ただ諸事情のため、第 7回目のフン報告については、シンポジ
ウムで配布した日本語のレジュメを、ソン報告については、ベトナム語の論考にシンポジウムで
配布した日本語のレジュメを添えるという形になってしまったことなど、皆様にお詫びしたい。
本号には、昨年 8月初旬に行なった群馬県金井遺跡群の調査に関連した報告書を掲載した。これ
は、7月の第 6回シンボジウムに関連して行なった渡来人の定住に関する遺跡調査である。発掘
現場、並びに発掘情報館の案内をしていただいた群馬県埋蔵文化財調査事業団の皆様に感謝申し
上げたい。
　さらに昨年末に行なったベトナム（ホイアン・ハノイ）調査に関しても、その調査報告書を掲
載した。これも 11 月の第 7回シンポジウムに関連して行なった日越交流史に関する現地調査で
ある。様々な手配をしていただいたシンポジウム報告者の 3先生をはじめベトナム国家大学人文
社会科学大学ハノイ校の皆様に感謝の意を捧げたい。
　そのうえ、この第 7回シンポジウムに参加いただき、討論においてベトナムでの考古学発掘を
踏まえての貴重な発言をしてくださった人間文化研究機構の菊池百里子氏にも本号にご寄稿いた
だいた。心よりお礼申し上げたい。
　東ユーラシアという地域概念を導入しての歴史叙述という本プロジェクトの研究は、残すとこ
ろあと 1年となった。ここでは、4年間の研究状況を、課題の設定、研究方法・視点の提出、そ
の具体化といった点から簡単に振り返ってみた。まだ途上とはいえ、さまざまな観点から研究拠
点としての成果を挙げてきたと自負している。今後この方法・視点とその具体化をさらに進展さ
せ、研究拠点を確立していきたいと研究員一同決意している。今後とも忌憚のないご批判、ご意
見をお寄せいただければ幸甚である。
